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授業について考える
2014年７月12日（土）　13：30 ～ 15：45
法政大学 市ケ谷キャンパス　外濠校舎４階 Ｓ406教室
◇話題提供
「パワーポイントとノート」
屋嘉 宗彦 
（法政大学 法学部教授）
「学生に講義内容に関心を持たせる教材づくり」
水野 雅男 
（法政大学 現代福祉学部教授）
「身近なツールと工夫で楽しく授業改善」
川上 忠重 
（法政大学 理工学部教授）
「数値データから見る法政大学生の現在について」
伊藤 学
（法政大学 学務部教学企画課）
開会の挨拶
佐藤 良一 
（法政大学 教育支援本部担当常務理事）
　みなさん、こんにちは。本日は、第３回の新
任教員FDセミナーに、お暑い中、そしてお忙
しい中お集まりくださいましてありがとうござ
います。
　こうした形で新任の先生方にお会いするのは、
４月の研修会以来、２度目ということになると
思います。
　今日は「授業について考える」というテーマ
を掲げました。昨今では大学の教員に求められ
るものというのはさまざまですが、教育と研究
に加えて管理運営、その３本柱があって、それ
ぞれバランスよく行うことが求められていると
私自身は考えています。
　このFDという発想については、間違いなく、
教育だけでもないし、研究だけでもないし、管
理運営だけでもないのです。では、どうなって
いるかというと、それらをすべて重ね合わせた
ところにFDというものがあるのではないかと
私は考えています。
　つまり、教育するためにはきちんとした研究
がなければいけない。ただし、授業をどのよう
に運営するかということについては、大学ある
いは学部の管理運営がどうあるべきかというこ
とにもかかってきますので、その三者が重なる
ところにバランスよく立つということが我々大
学の教員に求められている資質能力ではないか
と、最近強く考えています。
　今回、このような形でセミナーを開催するの
は３回目になりますが、今日は全部で４本の話
題提供が予定されています。それぞれの観点か
らこのFDに関して、みなさんに有益な情報と
いうことで提供してくださると思います。
　今日、ここにお集まりのみなさんは新任教員
とはいえ、すでに他の大学で、あるいは他の機
関で、“教える”ということをすでに経験されて
いる方が数多くいらっしゃると思います。そう
すると、そういう方にとっては、“今更”とい
うような感じを持たれるかもしれませんが、今
日はそういう経験も活かしながら、“これか
ら”というのを考える機会にしていただければ
と思っています。
　ここでのセミナーを終えたあとに情報交換会、
懇親の場も設けていますので、そういう場も含
めて授業を考えるちょうどいい機会になればと
考えています。最後まで集中して聴くのは大変
かもしれませんが、よろしくお願いいたします。
簡単でありますが、挨拶に代えたいと思います。
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司会
　佐藤理事、どうもありがとうございました。
　では、早速話題提供１の方に入りたいと思い
ます。本日の話題提供１、法学部の教授でい
らっしゃいます屋嘉先生でございます。では、
屋嘉先生、よろしくお願いいたします。
話題提供
「パワーポイントとノート」
屋嘉 宗彦
（法政大学 法学部教授）
　法学部の屋嘉です。何の風の吹き回しか、い
や、たまたま教員歴が長いということだと思い
ますが、私に、このセミナーで、これから大学
の教壇に立つかあるいはもう既に立っていらっ
しゃるみなさんに、何か役に立つことをお話す
るように仰せつかりました。お引き受けいたし
ましたが、なかなかこれは簡単なものではない
ということで、ここ２、３日ちょっと悩んでい
ました。
　真面目に使命を果たそうとするなら、“大学
とは何か”、“大学における教育とはどういうこ
とか”、また“授業はどういうものでなければ
いけないのか”等々を真剣に考えなければいけ
ないわけです。
　しかし、これを私一人で考えるというのは大
変なことですので、今日は、そうした大きな問
題については、後でみなさんと一緒に考える、
あるいは、もっとゆっくり長い目で考えていた
だくということにしまして、とりあえず私がこ
の30数年間に考えた事をお話させていただきま
す。
　私は、1976年に法政大学に就職いたしました。
数えましたら、今年で38年になります。30歳で
参りまして、今68歳ですから非常に長い期間、
法政大学にお世話になっています。この間、い
い教授だったという自信はございません。です
から、このようなところで教育についてお話を
するというのは非常に面映ゆいところがあるの
ですが、かろうじてやってこれたことについて
お話して、多少参考になるところがあれば、と
いうことでやらせていただきたいと思います。
教育・研究・管理運営
　まず、最初に申し上げたいことですが、先ほ
ど佐藤理事もご指摘になりましたように、私ど
もには、教育と研究、それから大学の管理運営
業務（教授会業務といいましょうか）と、３つ
の仕事がございます。その通りだと思うのです。
しかし、教育と研究と大学の管理運営業務を両
立あるいは鼎立させるのは、なかなか難しい事
です。
　研究の方が忙しくなると、教育がちょっと疎
かになる、逆に授業に熱中していますと、なか
なか論文が書けないとか、そういうことも出て
参ります。これは大学教師の永遠の悩みだろう
と思うのです。しかし、私は、少なくとも授業
と研究の両立関係に関しては、あまりストレス
を感じないで過ごしてきました。と申しますの
も、性格が至極のんびりしておりましたこと
も幸いしたのですが、勤めだして何年かして、
“授業を研究活動の一環にした”ということが大
きかったと思います。
教養部教員の頃
　私が就職いたしましたのは、法政大学の第一
教養部です。2003年に大学の改組でなくなりま
したが、その前は、法政大学には第一教養部、
第二教養部というのがありました。第二教養部
は、昔ありました大学夜間部を引き継いで担当
し、第一教養部は昼間の教養課程を担当すると
いうことで分担をしました。
　2003年以降は、教養部教員は改組により各学
部に所属しています。市ケ谷地区については、
市ケ谷教養教育センターというものを作って、
教養教育の在り方を考えていますが、昔の独立
した教養部というのはないのです。
　私はその教養部に就職いたしまして、教養の
経済学を担当いたしました。30歳で少し年は
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食っていましたが、就職したての頃は大学院の
延長でしたから、“何か喋る”といっても、こ
れまで勉強したことしか材料はありません。で
すから、大学院で読んでいた『資本論』を一つ
の柱とし、もう一つは、自分の研究課題であり
ました現代資本主義の問題を最後に小さな柱と
してくっつけて、経済学部でいいますと、“経
済原論風な教養の経済学”というのをやりまし
た。
講義内容に関する疑問
　初年度、次年度は必死になってノートを作り
まして、講義をしていたのですが、数年経って、
やや疑問を感じたことがあるのです。私が担当
していた学生たちは、経済学部と経営学部を除
いた、文学部、社会学部、法学部の学生たちで、
経済学については、私の話を聞いたらその後終
生聞くこともない学生たちでした。そうした学
生たちが身につけるものとして、“資本論の知
識だけでいいのかな”と思うようになりました。
彼らが将来、社会に出て、経済政策について考
えたり話したりするときに、ケインズの経済学
を全く知らなくてもいいのかというような疑問
です。やはり、教養としては、そういうことも
知っていなくてはいけないのではないかという
のが、まず発端でした。
自分の頭で経済問題を考えるために
　就職して３年くらい経ったころでした。正し
い、正しくないというのは別として、経済の問
題を、ある一つの学説だけに依拠して考えるだ
けで良いのか。経済についての見方、考え方と
いうのは、全く平等ではないのですが、いろい
ろあって、古い時代の古典派経済学から、ケイ
ンズが批判した新古典派の経済学というのもあ
ります。それぞれに特徴のある考え方で、今日
でも影響力をもっているのです。そういうさま
ざまな経済についてのアプローチというのをだ
いたい身に付けた上で、初めて自分の頭で経済
の問題を考える必要があるのではないか、何か
一つの考え方を刷り込まれて、それだけで経済
を見てしまうということではなくて、いろんな
見方の中から自分で選択していく、現実をどう
見るかということを考える、彼らはそういう能
力を身に付けなければいけないのではないかと
いう気がしたのです。しかし、これは非常に大
きな問題で、私の手に負えることではなかった
のです。
　こういうことをきっかけにしまして、資本論
中心の講義のやり方を変えていきました。古典
派――もちろん、経済学部の出身ですから、大
まかなところはだいたい勉強はしていたのです
が、講義するほど詳しいわけではない。だから
教養課程で、主に１、２年生対象に講義をする
ために古典派のアダム・スミスとか、隣のフラ
ンスのフランソワ・ケネー、こういうのを読み
ながらノートを作っていったのです。最初、翻
訳で読んで後で原文を読みましたが、フランス
語は苦手でケネーは翻訳どまりになりました。
経済学の流れを議論
　ノートを作りながらだんだん、講義の中で経
済学の歴史についての話の比重を増やしていっ
たのです。10世紀ぐらいからの商品経済の発展、
それによる封建制社会の崩壊、近代社会への移
行という歴史の変遷と合わせながら、経済思
想・経済学の形成発展というものを考えていく
というような、経済史も経済思想も一緒にした
ような議論にだんだん変えていったのです。
　もちろん、現代に近いところでは、ケインズ
が批判した新古典派の議論とケインズの議論を
説明し、それから今日の経済政策の枠組みの話
をします。本格的にやりますと、数学などを
使って厳密にやらなければならないのですが、
そういうことはせずに、大きな思想というか、
“何を言っているのか”、“どういう方法でそれ
を議論しているのか”というあたりを問題にし
ました。
　新古典派の問題点をケインズがどういう風に
批判したのか、ケインズは現代の失業の問題、
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不景気の問題をどのように解決しようとしたの
か、というように、時代の問題に即して経済学
の流れを議論していくという講義にしていった
のです。これは、私には非常に勉強になりまし
たし、楽しいものでした。
講義と研究の合流
　そういうことをやっていって、1987年、『マ
ルクス経済学と近代経済学』という、無謀な、
そんな大風呂敷も大風呂敷の本を書いてもいい
ものかといわれそうな本を書いたりしました。
　他方、現代の資本主義に関する問題、これが
本来私の研究テーマですが、これについては、
それまでに書いた論文と、この間に考えたこと
をまとめて『現代資本主義の経済理論』という
本を出し、これで全部やったという気になりま
した。
　現代資本主義論は、授業ではあまり活用した
とは言えませんが、学期末の最後のあたりで、
現代の問題を議論するときに利用しました。
　このように、授業と研究といいましょうか、
自分の勉強というのをリンクさせることができ
たというのは、よかったと思っています。もっ
と、現代資本主義の深刻な問題に真剣に取り組
むべきであったという批判もあるかとは思うの
ですが、これはこれで研究会、その他を通して
不十分ながらやっています。ただし、そんなに
たくさん書いたりしているわけではないのです。
　反省も込めてのことなのですが、授業と研究
を両立させるというのはなかなか難しいことで、
私の場合もどちらもうまく行ったという話では
ありません。しかし、なんらかの形で授業の中
に自分の研究や勉強を活かしていくということ
をしないと、「授業負担」という言葉がありま
すように、授業は負担でしかないという捉え
方をするようになってしまいます。“やれやれ、
講義だよ”という感じで、ため息をつきながら、
講義に行くというような光景も――私もそうな
のですが――、よく見かけます。これは残念な
ことだと思うのです。楽しく講義に出かけると
いうこともあってもいいのではないかと思いま
す。
　まず、この点、講義と研究というのをできる
だけ――分野によっては、そう簡単にはいかな
いと思いますが――、合流させていくような工
夫をなさると良いのではないか、というのが私
のみなさんへの第一のアドバイスになります。
講義について
　あとは、技術的なことで、私はここが一番
自信がないのですが、“どういうふうに授業を
やっていったらいいか”ということです。自信
がないというのは、あまりいい講義をしている
という自信がないからなのです。しかし、一つ、
講義に関していつも思うことは、“講義は、お
話だ”ということです。何か覚えてもらおうと
いうことでしたら、レジュメを詳細に作って、
「それを読んでこい」とか、あるいは本をその
まま読んでということもあります。正確さを中
心にするのだったら、書いた本を読み上げるの
が一番簡単だし、効率的だと思います。私は、
学部学生の時に、そういう講義を聞いたことが
あります。もちろん、ずっと90分も本を読むわ
けにはいきませんから、先生も時々区切っては
「それでね、こういう話があるんだ」と無駄話
をしてくれるのです。１年経ってみますと、無
駄話の方はよく覚えているのですが、肝心の音
読をしてくださった本の内容は一つも覚えてい
ない。テーマ自体に興味がなかったのかもしれ
ませんが、１年間無駄な時間を過ごしたという
感想しか残っていないのです。
　どんなに正確に話そうと思っても、だいたい
話というのは、大雑把になります。抜かしたり、
横へ飛んだり、無駄口が入ったりしますので、
講義が学問の内容すべて正確に祖述していくと
いうのは、無理だろうと思うのです。
　私は、社会・人文系の勉強の王道は、“正確
に、本を読む”ということにあると思います。
どんな勉強でも、どんなテーマの研究でも、最
終的には書かれたものに依拠して勉強していく
67
第３回新任教員FDセミナー　「授業について考える」
というのが、正当なやり方だと思うのです。本
や論文を克明に読み、ノートを作り、一生懸命
理解して、自分で再生産できるぐらいまで読む
ということ、こういうことをしないと、どんな
勉強も身につかないのです。
興味・関心を持たせる
　では、講義は何をするのかというと、学生た
ちに“こういう面白い本があって、こういう面
白い人がいて、こういうことを言っているよ”
ということを教え、学生たちが、“読んでみよ
うかな”とか、“あ、こういうこともあるの
か”というように関心や興味というのを持たせ
ることだろうと思います。もちろん、彼らがす
ぐに「じゃあ、明日買って読もう」というふう
に行動することは期待しません。長い人生です
から、社会に出てからでもいいし、年取ってか
らでもいいのです。
　最近、私の周りでは、年寄りが勉強に燃えて
いまして、退職した大学の先生や企業人たちが、
70歳過ぎて、急に「マックス・ウェーバー読み
たい」と言って、読書会をやっています。私の
友達は“資本論を読む”という会をやってい
ます。それから、ヘーゲルを読む会もありま
す。難しい本を、70歳過ぎた人たちが集まって
勉強会をしています。彼らは、おそらく大学の
時に関心を持って、“いつか勉強しなければ”
と思っていたことを、退職して暇ができた今に
なって一生懸命やっているのです。これを見て、
私は、大学での授業というのは、こういうもの
であっていいと思いました。今すぐでなくてい
い。いつか、“これは面白そう”、“ウェーバー
という人は面白い人かもしれない”とか、“ヘー
ゲルというのは読まなきゃ”そういう感じを学
生に持たせることが必要だと思うのです。そう
いう関心・興味を持たせる講義が必要なのでは
ないかと思います。“その場ですぐ覚えろ”と
か、“試験では正確に書け”とか、それだけが
大学の講義ではなかろうという感じを持ってい
ます。
講義は話を聞いてもらうこと
　言い訳になりますが、私は、就職をして３年
ばかりは非常に克明にノートを作って、できる
だけキッチリと正確に話をしていくということ
を心掛けていたのです。ある時、教養部に乾孝
先生という心理学の先生がいらっしゃいまして、
老大家ですが、非常に飄々とした名講義をなさ
る方です。大学での講義もなさりながら、児童
心理学の専攻でしたから、保育園の保母さんと
か、幼稚園の先生とか、そういう方たちを相手
にお話をなさる機会も多くて、乾ファンがたく
さんいたということを噂で聞いています。そう
いう魅力を持つ先生でした。
　当時法政大学は一人ひとりの研究室というの
がありませんので、私がいた教養部は社会科学
系統の人間が７名で一つの研究室を共有してい
ました。今、ボアソナードタワーが建っている
場所に３階建ての建物がありまして、その３階
の一角に７名が机を並べる「社会科学研究室」
というのがありました。その机の一つで私は一
生懸命ノートを作ったりしていたのです。
　ある日、私がノートづくりに熱中している
と、乾先生がやってきました。タバコをふかし
たりして、非常にゆったりと、悠々として私の
やっていることを見ていました。それまでにも
何度かご覧になったのでしょうね。そのうち、
「ノートはね、きちんと作りましょう。ただし、
見ないでお話ししましょう」と言われたのです。
「見てはいけません。見ると話が面白くなくな
るのです。だから、ノートは作った上で、見な
いで話に集中するようにした方がいいでしょ
う」とおっしゃったのです。それで、“そうか、
講義というのは話なのだ”ということに気づき
ました。“正確に教える、正確に覚えさせる”
という前に、“話を聞いてもらう”ということ
に重点を置くスタイルに変えたのです。
　私は、あまりみなさんに有益なことはお話
できませんが、乾先生のその一言は私にとっ
て、非常に有益だったのです。それで、話がう
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まくなったかというと、そうでもないのですが、
「講義は話」だということは分りました。乾先
生は、話術を磨け、とは仰いませんでしたが、
そういうことかなと感想を持った記憶がありま
す。それが一つです。
講義は迷ってはいけない
　もう一つ、これは私が出た大学院の先生で種
瀬先生という方がいらっしゃいまして、この方
も非常に有益なアドバイスをくださいました。
「講義は迷ってはいけない。学生は何もわから
ないのだから、あなたが迷うと学生はそこのと
ころを理解しなくなります。ですから迷って
いることであっても、とりあえず、“～は～で
す。したがって、～は、こうなっています”と
いうふうに論理的に、きちっと断定をしながら
話を進めていかなければいけません」というこ
とを仰っていただきました。これも非常に有益
でした。若いころ、いや今でも、講義をしてい
て、分からなくなることがあります。忘れたと
いうよりも、自分も迷っている問題があるので
す。資本論みたいな面倒くさい本では、いろん
な説があったりするのです。そういうところで、
ちょっと、へどもどするわけです。学生に言い
訳のように、「こういう考え方もあって、でも、
こういう考え方もあるんだ」ということを言っ
たりするのです。それは学問的には良心的なの
ですが、講義ではそれはしない方がいいと言わ
れたのです。講義というのは、学生を引き付け
て迷わさないできちっと話をするということだ
と、今でも印象に残っている気がします。
　「論理的にきちっと筋を通した話をする」と
いうことです。これは乾先生も実はそうでした。
飄々と非常に洒脱なお話をなさるのですが、話
の内容自体はスッキリとしたものだったと覚え
ています。こういうことを過去からの遺産とし
て、皆様に受け継いでいただければと思います。
ノートをとることの大切さ――資料の弊害
　このような講義についての考え方からいきま
すと、今日非常に機器類が発達していまして、
パワーポイントが使える、リソグラフでレジュ
メがいくらでも作れる。たくさんの資料集を
作って学生に配るということも非常に簡単にで
きます。ただ、そのために、学生はつい、“レ
ジュメがあるから大丈夫”という気になってい
るのです。あまり講義を聞かなくても、後でこ
れを見ればいいからという感じで、話を聞く態
度がやや落ちる。
　私もパワーポイントで何年かやりましたが、
彼らはパワーポイントで授業やると必ず「先
生、そのデータください」と言ってくるのです。
アップロードして、あげますけれども、それで
安心して、彼らは話に集中するということをし
ないということが一つあります。
　もう一つは、何もなければ、学生は、先生の
話を聞いて、あるいは黒板を見ながら自分の頭
でストーリーを考えるのです。“こういうこと
で、ああなって、こうなって、これが重要な概
念だ、これはこうなっているのだ”と、その場
その場でノートに取っていくのです。ノートを
取るというのは、自分の頭で半分考えることで
もあるのです。そういうことが、つい、疎かに
なってしまうというのが、詳細なレジュメとか
パワーポイント資料というものの一つの弊害で
はないかと思っています。
　私も新しいものが好きで、機器類も大好き
なのです。携帯電話が出た最初の頃、鞄ほど
ではなかったのですが、800gぐらいあるよう
な、こんな大きな携帯電話がありました。それ
を持って歩いていました。ワープロは、出始め
のころ、まだ３行くらいしか表示する窓がない
時から使っているのです。絶えず更新をしてい
ましたから、機器類は大好きなのです。ただ、
全部パワーポイントに入れておいて、押すと順
番通りに話しが展開して楽なのですが、機器の
操作に慣れていないと、自分で画面を更新しな
ければなりません。その間ちょっと話が中断し
ます。やはり、話というのは、相手の顔を見な
がら話していかないといけないのですが、やや
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話し手の集中が途切れるところがある。私のよ
うに慣れていませんと、“ええっと、あの写真
はどこへ行ったかな”と探したりして、これも
ちょっと無駄なのです。それで、４、５年使い
まして――それも全部使ったわけではなくて、
時々、これまでの話のまとめということで、整
理するために使ったのですが――、やはり教育
的にどうなのだろうという疑問がありました。
分野によって、あるいは人によって違うと思い
ますが、私はしばらく使っていません。また使
うこともあるかもしれませんが、今は使ってい
ないのです。
　今日の私の話のタイトルを「パワーポイント
とノート」というふうに書きましたが、別にパ
ワーポイントを否定するわけではありません。
ただし、基本的に講義というのは話だというこ
とを忘れないようにしていただければと思って
いるのです。話で、学生を引っ張っていくのが
必要だということです。そして、学生は自分の
頭で話の要点を聞き分けて、考えて、ちゃんと
ノートを取るという訓練を受ける必要があると
思います。ノートも持たず手ぶらで来て、レ
ジュメもらって、教室の後ろの方なんかで、携
帯でずっと遊んだり、パソコンで遊んだりしな
がら講義を受けているという光景をよく見か
けます。しかし、これが、“話しかないよ。今、
聞かなければ、ノート取らなければ、あと何も
ないよ。あと本読むしかないよ”、こういうこ
とになりますと、学生もスマホをいじっている
暇はなくなるのではないかと思うのです。
　このあたりは各分野によって、「いや、やは
り映像資料が必要である」、「視覚的な資料で見
てもらわなければだめだ」という分野もあると
思いますし、その方がわかりやすいということ
もあります。
映像の利用方法
　それからもう一つ、学生はほとんどが動物的
条件反射神経を備えていまして、この場合、食
べ物ではなくて映像ですが、これを出します
と、途端に集中します。これは経験がおありか
と思いますが、パワーポイントも字ですと、彼
らはいい加減にみているのですが、絵が出て参
りますと、これまで集中していなかったのが
「あっ」と言う間に静かになるのです。今の子
どもたちはテレビっ子なのか映像っ子なのか、
とにかく、絵が出て音が出れば静かになる。条
件反射的にそうなっているようです。それは利
用した方がいいと思います。講義は話だ、と申
し上げましたが、しかし学生が集中できるのは、
20分か30分が一区切りかと思います。それを考
えますと、20分話をして、ちょっと映像を見せ
る。みんなが目が覚めたところで、また話に戻
ると。こういう使い方は非常に有効かと思いま
す。
　私は、機械操作で自分の集中力が途切れてし
まうという弱点もあるのですが、それも人に
よっては違うと思いますので、映像の利用とい
うのは、それぞれの分野でお考えいただきたい
と思います。
原則として　「静かにする」
　最後に、もっと卑俗なことですが、先ほど申
し上げたように、学生の中には、後ろの方でパ
ソコンを開いてゲームで遊んでいたり、どうで
もいいメールをやり取りしていたり、他の授業
の宿題をしていたり、というのがあるのです。
スマートフォンをいじっているのは大教室での
授業では日常茶飯というところがあります。こ
れは、“先生が悪い、話が面白くないからだ”
と、良心的な先生ほど思ってしまいがちなので
すが、それはやめていただきたいと思います。
　講義は街頭演説ではありませんから、教室に
入ったら、静かにする。教師が喋っている間は、
学生は喋ってはいけないというのを原則にする。
だいたい、おしゃべりは他の真面目に聞いてい
る子たちの邪魔にもなる。そういうのをきちん
とおさえて、正常な授業を行うというのは教師
の義務だと思います。私の話が悪いからだとい
うような反省は全く無用だと思います。聞きた
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くなければ、寝ていてもいい、帰ってもいい。
とにかく、「教室では静かにする」ということ
を是非、新学期の冒頭に、“それは君たちの義
務だ、ダメな場合は、私は注意するよ”という
ことぐらい強いことをおっしゃって、それを授
業のたびに思い出させるということをやってい
いと思います。だいたい、そういうことをやり
ますと、「ウザイ先公」とか言われまして、嫌
なヤツだという冷たい目で見られますけれども、
いいのです。生徒と仲よくなる必要はないので
す。私たちは教師ですから、教師は教師の役目
を果たせばいいのです。学生のお友達ではない
のです。そういうのを踏まえた上でのお友達な
らまだいい。そういう差別をなくして、なんと
なく仲良しというのは、これは本来の教師の役
割、役目を放棄した仲良しだと思って私はあま
り感心いたしません。
怖い先生に
　“怖い先生になれ”というのが最後の私の皆
さんへの忠告です。全部とは言いませんが、何
割かは社会的マナーを身に付けていない大学生
がいます。
　私も大学に就職したての頃は、年もそう変わ
りませんから、“20歳を過ぎたら人間みな同じ
だ”と。“私は君たちを一人前の人間として対
等の勉強をする仲間として扱う”ということを
言いましたが、最近はそんなことは言いません。
そういう素質を持った学生もたくさんいること
はわかりますが、教師としては、まず学生がき
ちんと人の話を聞くというマナーを身につける
よう要求することを先に言うようにしています。
　私は今、経済学の授業を２コマと沖縄文化研
究所の所長として「沖縄を考える」という総合
講座をやっています。この総合講座は、履修登
録者が700何十名かいて、一般市民の方も入っ
てきますので、800名近くの受講生になります。
薩埵ホールでやっていますが、どうしてもマ
ナー違反の学生が発生します。講師は毎回ゲス
トスピーカーで、沖縄から来てもらったり、沖
縄関係の研究をしている先生方をお呼びして話
をしてもらっています。法政の先生に話しても
らうこともありますが、大半が外から来る人で
す。そういう人たちに対して、教室がざわつい
ていますと、非常に失礼です。半分は学生のた
めに、また、半分はゲストの先生に失礼になら
ないようにということで、授業の度に私は教室
の後ろの方を徘徊して、喋っている子に注意を
します。大学の方針の中に、“授業中の私語で
授業を妨げる者は処分対象になる”くらいのこ
とがあってもよいと思う事もあります。
　最後は、どうも愚痴めいたことになり、あま
り参考にならないかもしれませんが、これで、
私の話を終わります。ご清聴ありがとうござい
ました。
司会
　屋嘉先生、ありがとうございました。教養と
の関係、それから、どのように授業を組み立て
ていったか。研究と講義のリンク、両立。さら
に、講義にどのように自信を持たせるか。ノー
トの考え方、そして、“講義は迷ってはいけな
い”ということ。パワーポイントの資料の映像
の重要性。最後の“怖い先生になれ”というの
はなかなか難しい点かもしれませんが、非常に
多くのお話をいただきました。どうもありがと
うございました。
　では、続きまして、話題提供２の「学生に講
義内容に関心を持たせる教材づくり」というこ
とで、現代福祉学部教授でいらっしゃいます水
野先生、よろしくお願いいたします。
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話題提供
「学生に講義内容に関心を
持たせる教材づくり」
水野 雅男
（法政大学 現代福祉学部教授）
授業で留意していること
　私は教員になって６年目なので、みなさんの
方が大先輩だと思います。若造が何言っている
んだということになるかもしれませんが、私は
こういうことに留意して授業を持っているとい
うことをご紹介させていただこうと思っていま
す。
　一番注意していることは、「学生に語りかけ
る」ということです。それは何かというと、一
つは、マイクを使わないのです。私の持ってい
る授業はこの教室の３分の２ぐらいの広さです。
マイクなしで、これくらいの地声で通るので、
私はマイクを使わないようにしています。マイ
クを通すと、スピーカーのあるところから声が
聞こえてきます。私がいるところと違うところ
から声が聞こえるというのは、よくないと思う
ので使いません。
　それと、「教壇の上に立たない」ようにして
います。今、私が講義を行っている教室では、
教壇自体がないのですが、極力学生と同じ目線
で話をした方がいいと思って、そういう意識で
教壇に立たないようにしています。パソコンを
遠隔操作できるので、時々は学生の間に入って、
一緒にスクリーンを見ながら、説明をしたりし
ます。
　もう一つは、「資料は配布しません」。資料配
布すると、資料を見て、あるいは資料を持って
行っておしまいになるので、私は一緒にスク
リーンを見てもらいます。私はパワーポイント
を使いますが、スクリーンを一緒に見ます。教
室にはスクリーンとモニターがいくつかあるの
で、それを見てもらって、意識を集中させると
いうことをしています。
　まず、その３つを「語りかける」という意味
で、留意しています。
　私は、春学期が都市住宅政策論、後期はバリ
アフリー論（社会的包摂論）１コマずつ専門科
目を持っています。その教室は、120 ～ 130名
くらい入る教室で、履修登録しているのは100
名を超えるのですが、実際来ているのは80名ぐ
らいです。金曜日の２限目か３限目の授業とい
う背景をご紹介した上で、授業で留意している
ことについてこれからお話させていただきます。
　もう一つ大事にしていることは、私が教える
ことを記録したり覚えたりするということでは
なくて、毎回話題を提供しますが、それについ
て「どういう問題があるのか、あるいは自分の
周りでどういうことが起きているのか」という
のを意識することに力を注いでくださいという
ことを私は言っています。
問題提起の具体例
　授業の最初に問題提起をします。毎回ではな
いですが、「今日はこんなことについて考えて
もらおう」ということを言います。都市住宅の
ことで言うと、持ち家に住むか、借家に住むか
ということは人生の中で大きな選択になります。
　１コマ目には、私自身の住まいはどうだった
かとお話するのですが、私はこの20数年間、ヤ
ドカリ人生です。ヤドカリというのは、借家を
転々とするという住まい方をいいます。「君た
ちの家はどうですか」と最初に聞きます。「持
ち家に住んでいますか、借家ですか」、「借家と
いうのは給与住宅ですか」とか、そういうこと
をまず調べてもらいます。調べてもらって、書
いてもらうわけです。これが戸建住宅なのか、
あるいは集合住宅なのかによっても住まい方が
違いますから、まず、自分自身の住まいはどう
なのかということをみてもらうわけです。
　「では、君たちが社会に出て、結婚したりし
たあと、どういう家に住もうと思いますか」と
いうことも聞きます。授業を始めた当初は、大
半の学生は「私は一軒家の持家に住みたい」と
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言うわけです。なんとなく、持ち家所有が刷り
込まれているからです。でも、これは東日本大
震災が起きた2011年の５月に出たＡERＡの特
集ですが、「本当に家を持つことが、それが幸
せかどうかということを考えてみたらどうです
か」という特集記事があったのです。それを学
生にも紹介します。35年ローンを組んで家を建
て、その後35年間に大震災とか大きな台風が来
て、ダメージを受けた場合には、これくらいの
損失があります。借家住まいと比べてどうなの
かという比較をする、試算結果を出しています。
みなさんご存知のように、津波でさらわれて、
２重ローンに苦しむという現実がさらされたわ
けです。本当に持家がいいのかということを考
える必要があるということです。そういう問題
を提起したうえで、学生に授業を聞いてもらい、
考えてもらうということをします。
常識というものを疑う
　それと、もう一つは「常識というものを疑う
ということも大事です」ということをいつも
言っています。
　日本は、持家政策をとってきたのですが、持
家政策をとったのは戦後からです。戦前は都市
では借家が主流だったのです。戦後、政府が持
家政策をずっと続けてきたのです。国民は持ち
家が当たり前のように刷り込まれてきている。
政府の政策によって刷り込まれてきているとい
うことなのです。そういう、常識を疑うことは
必要だということを常に授業の中で語りかけて
います。
　もう一つ、スウェーデンの例も紹介します。
スウェーデンは、今は福祉大国ですが、1930年
頃というのは欧州で一番貧しい国だったのです。
その状況から脱するために、政府が福祉を重視
しました。その福祉政策の中で、住宅政策を
しっかり位置づけて取り組んできた結果として、
今はもう豊かな社会になっているわけです。住
宅についても豊かな政策の結果が見られます。
　そういう意味で“今の常識ということをもっ
と疑ってかかれ”ということを言っています。
４つの視点
　私は都市住宅政策、あるいはバリアフリーの
政策、ソーシャルインクルージョンなど、授業
を通して考えるために４つの視点を材料として
提供しています。
　１つは「教科書に書いてあることも大事だけ
れども、今起こっていることはなんですか」と
いうことです。今起こっていることを紹介する
という意味では、新聞記事というのは一番up-
to-dateなものだと思うので、切り抜いて画像
で紹介しています。
　これは、３年前に起きた新宿のアパート火災
の記事です。生活保護受給者が集まって生活し
ていたところで火事が起こって、そういう人た
ちだけが焼け出されてしまいました。
　あるいは、今シェアハウスというのが普及し
てきていますが、若者だけのシェアではなくて、
シニアと若者が一緒に生活する生活のスタイル
も最近出てきているということも紹介していま
す。
　もう一つ、映像も使います。私はテレビ番組
を収録したものをDVDで紹介することもしま
すが、YouTubeも活用します。イギリスのホー
ムレスの状況を示すBBCのニュース番組です。
日本ではホームレス支援をどのようにやってい
るのか。国がどうやっているのか、NPOがど
ういう活動を展開しているのかというのを紹介
する中で、イギリスはどうなのかということを
話題提供しています。
　私はだいたい毎回映像を流すのですが、映像
を観てもらっている間に、リアクションペー
パーを配ります。前から後ろに流すということ
はしないで、一人ひとりに配ります。
　視点の２つ目は、「海外はどうなのか」とい
うことです。日本の政策だけではなくて、海外
はどういうことをやっているのかということに
ついて紹介します。英国での都市住宅政策とま
ちづくりの事業体はどのように変遷しているの
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か。サッチャー政権からメージャーになり、ブ
レアに代わってきました。首相が代わるごとに
都市政策も変わっていって、中央政府とまちづ
くり事業体とのパートナーシップもどんどん変
わっていっています。そういうことも映像で紹
介しています。
　まちづくり事業体の概要を紹介しますし、イ
ギリスでは全土にわたって３万２千地域に区分
し、荒廃状態をランキングしています。荒廃地
区に対してまちづくり事業体が市民活動の一環
として、取り組んでいるということも紹介して
います。
　３つめは「現場で何が行われているのか」と
いうことについて紹介します。私はフィールド
が石川県の金沢市なので、金沢の町家について
活動も、研究もしています。町家をシェアして
ドミトリーとして活用する活動に取り組んでい
ます。そういう事例を紹介しながら、市民レベ
ルでどういう動き方をしているのか、研究報告
も交えて授業の中で紹介します。
　現代福祉学部には、海外研修という制度があ
り、選抜された２年生30名が海外の視察に行き
ます。私は２年前に引率をしました。ドイツの
フライブルグ市にあるヴォーバンの住宅開発や、
ストラスブールなどを見学し、ヒアリングした
結果やその様子も授業の中で紹介をしています。
　もう一つ、政策というと、どうしても行政府
がやるものだと思い込んでしまいがちですが、
そうではなくて、民間セクターもやりますし、
市民セクターも一緒になって取り組んでいます。
その関係性、パートナーシップはどうなのかと
いうことについても紹介します。
　７、８年前にシアトルでヒアリングした結果
をここでは紹介しているのですが、チャイナタ
ウンという中国人を中心としたアジア圏からの
移住者が住み着いている貧困地域があります。
そのエリアをマネジメントするのは、市でもな
ければ、州でもなく、地区協議会というNPO
が取り組んでいるのです。それが政府やボーイ
ングとかスターバックスとかの民間企業とパー
トナーシップを組んで、ここをマネジメントす
ることで、スラム・クリアランスから逃れて、
その地域の文化性を維持しているのです。低所
得のシニア向けの住宅開発もしていますし、デ
イケアから食事の提供などや不動産のマネジメ
ントまで総合的な取り組みについて紹介をして
います。
　最初に言いましたが、私が授業で紹介する情
報を書き留めて丸暗記するということではなく
て、「それが自分にとってどうなのか。自分の
町とか、国にとってどうなのかを考えなさい」
と言っています。
　自分の意見をまとめることを毎回やってもら
うようにしています。B６サイズのリアクショ
ンペーパーを毎回配って、毎回コメントや感想
を書いてもらいます。90名前後のコメントに目
を通すと１時間～２時間かかります。その中か
ら優秀なコメントを５つから８つぐらい選ん
で、テキストを起こして、これを翌週の授業の
冒頭に紹介します。「先週の授業についてこん
なことを考えた学生がいますよ」と。いろんな
見方や考え方があり、それを受講者全員で共有
できるので、参考になるという意見ももらうこ
とがあります。１週遅れとなりますがそういう
キャッチボールをすることを心掛けています。
考え方を問う
　最後の試験ですが、「考え方を問う」もので
す。知識を問うことは一切しません。最後の授
業の時に、「翌週テストはこの課題を２つ出し
ますから、それについて考えてきてください」
という形にして、考えてきてもらって、試験時
間内に考えてきたことを書いてもらうというよ
うにしています。レポート提出すると、コピペ
とかされてしまうことがあるので、このような
形式で課題を出して翌週試験の答案用紙に書い
てもらうということにしています。
出席重視
　最初にシラバスにも書きますし、最初の授業
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の時にも言いますが、「毎回出席してきてくだ
さい。１回５点で、14回で70点。そして、最後
の試験は30点という評価をします」と伝えます。
そういう形で明記して出席を促しているので、
寝ている学生もいますが、出席はしています。
　「私語は慎む」ということは徹底していまし
て、「今日の授業をはじめます」と言って、私
語が止むまで始めません。途中で話始めたら、
その学生を見て、話が止むまで、それを待って、
講義をするようにしています。
　最後、授業支援システムを使っていまして、
教材のところにこの授業のPDFをあげていま
す。もしも関心があれば、ここからダウンロー
ドして参考にしてくださいということは言いま
す。ただし、これは授業の前にはあげないよう
にしています。授業が終わって、自分で考えて
わからないことがあれば、それを見てもらうと
いう補足資料として使ってもらうようにしてい
ます。
　私が留意していることは以上です。ご清聴あ
りがとうございました。
司会
　水野先生、ありがとうございました。マイク
を使わないということで、教壇でマイクを使わ
せてしまって申し訳ありませんでした。
　実際の授業の進め方の４つの視点の重要性、
リアクションペーパー。そして、自分の意見を
まとめる力、等々の話をいただきました。どう
もありがとうございました。
　では、話題提供３つ目の方に移りたいと思い
ます。自分で自分を紹介するわけにはいかない
ので、このまま壇上に上がらせていただきます。
話題提供
「身近なツールと工夫で楽しく授業改善」
川上 忠重
（法政大学 理工学部教授）
立ち位置の確認
　本日、３つ目の話題提供として、「身近な
ツールと工夫で楽しく授業改善」ということで、
理工学部の川上が話題提供させていただきたい
と思います。
　本学のFD推進センター FD推進プロジェク
ト・リーダーもさせていただいております。
　まず、本日の川上の立ち位置でございます。
理工学部の機械工学科の教員です。OB教員と
して、熱意だけは少しあります。ただ、ごく一
般的な法政大学の理工系の教員だと本人は思っ
ています。
　理工学部のことを知らない方はたくさんい
らっしゃると思いますが、私の現在の担当コマ
は、2014年度の春学期で10コマ、秋学期で13コ
マの授業をしています。または、卒論、修論、
学内外委員会等々も、もちろんしています。
理工系教員へのよくある誤解
　よく言われる理工系の教員への誤解のところ
で――これはみなさんが思っているという意味
ではありません――、たとえば“理系は実験・
演習科目が多いので、コマは多いが実は授業は
楽じゃないの？ TAにやらせているのではない
か”というようなものです。
　実際の実験の諮問の方は、４～５人のまさに
ファイティング授業です。４～５人の中でも当
然、「やる気」には温度差があります。その場
の学生さんの理解度等を含めた双方向型の柔軟
な対応がとても大切になってきます。高い集中
力の中で実験の諮問も行っています。
　もう一つ誤解として、“理系は「積み上げ
式」の知識伝授型の講義なので、講義内容は不
変でも大丈夫！一度講義段取りできれば――
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ノート作ってしまえば――授業なんか楽勝じゃ
ないか”と思われている人たちがいるかもしれ
ません。そうではなくて、――骨子の部分は当
然不変の部分もあります――理論へのアプロー
チとか、教員の達成目標をいかに設定していく
か。ここの部分が心掛けているところです。
アンケートの活用と授業の工夫
　では、その達成目標の向上のためには、先ほ
ど授業を比較的多く持っていると言いましたが、
やはり、時間と手間はある程度必要になってき
ます。ただ、理事の前であまり言いたくないで
すが、できるだけ少ないエフォートで最大限の
効果――私は専門が機械工学の燃焼工学でエン
ジンやっていますので、効率を大切にしながら、
なんとか少ないエフォート――でやっていきた
い。そのためには、いろいろ学内外等々の情報
源が必要になってきます。
　私の場合は、大学から提供される基本データ
をなんとか活用できないかということで、「学
生による授業改善アンケート」の活用と、それ
を利用した考えさせる授業の工夫です。なるべ
く簡単に、一般手法を取り入れながら授業をし
たいと考えています。
学生による授業改善アンケート（任意）
　皆様方はすでに、必須の期末アンケートは一
部実施された方がいらっしゃるかもしれません。
７月中旬頃から既に授業改善アンケート、必須
の方は始まっています。
　まず紹介するのは、今日お手元の資料の中に、
A、B、C任意アンケートの方をいれさせてい
ただきました。任意アンケートの方は、「期首
アンケートA」、「期中アンケートB」――これ
は固定質問です。そして、自分で質問を設定で
きる「期中アンケートC」、この３種類があり
ます。この３つに関しましては、あくまでも実
施は任意のアンケートです。
期首アンケート Ａ票について――活用法
　A票は期首アンケートと呼ばれているもので
す。質問項目のところで、１番から６番、たと
えば１番だったら、「この授業を履修した動機
を教えてください」複数回答可です。それから、
「授業を通して身につけたいこと」そして、「担
当教員の話し方」、「板書・スクリーン」です。
　先ほど屋嘉先生の方からもお話がありました
が、成績評価は、やはり授業の最初でキッチリ
明確にしておく必要があります。そしてそれが
理解できたかどうか。６番目は先生方が任意に
質問を設定できるものです。
　私はこの質問を勝手にシリーズ化して呼んで
います。１番の「この授業を履修した動機を教
えてください」というところで、回答欄の方は、
“つけるため”シリーズと“だからから”シ
リーズ、この２つに分かれています。
　“つけるため”シリーズの方は、知識をつけ
るため、スキルをつけるため、基礎力をつける
ため等々、学生さんが答えることになっていま
す。選択科目か必修科目であるか、というとこ
ろ、スキルを身につけたい等々をチェックする
ことができます。
　“だからから”シリーズの方は、どうしてそ
の科目を選択したか。必修科目とかはいいので
すが、「時間割の都合上、空いていたから履修
する」、「単位が取りやすい」、こういうところ
をマークされるととても困ります。
　２つ目として、「この授業を通して身につけ
たいことは何ですか。具体的にお書きくださ
い」とあります。これは、自由記述欄になって
います。
　私も専門科目を持っています。専門科目の授
業を組み立てていく場合、当然シラバスの見直
し、授業内容の見直しがあります。そういう新
しいシラバスを提示していった場合には、この
期首アンケートを利用して、どういう学生さん
が、どういうモチベーションでこの授業を受け
ているかというのを明確に把握することによっ
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て、次年度以降、講義の２回目以降等で内容等
のチェックで使う場合もあります。
　３番目の「担当教員の話し方」、「板書・スク
リーンの見やすさ」等ですが、先ほど水野先生
の方からマイクを使わないという話がありまし
た。私も今までマイクを使いませんでしたが、
ある時からマイクを使うようになりました。そ
れは、教室環境150人くらいなのですが、一番
奥の学生さんが「聞こえにくい」というのをミ
ニッツペーパー、要するにコメントペーパーに
書いてくれました。それ以降、教室環境をよく
把握した上で、使用を検討するようになりまし
た。
教室環境の変化に即効性
　年度毎に教室環境が変わる場合があります。
そういう場合にはやはり、受けている学生さん
が「本当に聞こえているのか」、「板書うまく見
えているのか」、そういうのは期首アンケート
ですぐ確認することができますので、２回目以
降の授業で反映させることができます。
　この期首アンケートは自分で講師室等へ行っ
てバサッと持って、自分で配って、自分で回収
して自分の部屋で見るだけです。手間はなにも
かかりません。すぐその情報を得ることができ
ます。
　先ほど水野先生からミニッツペーパーの話が
ありましたが、たとえば市ヶ谷でも、多摩でも、
小金井でも、こういうコメントシートのある出
席票があります。ここの下の部分に「気づいた
所を書いてね」というと、学生さん、真面目に
最初の授業でも書いてくれます。こういうのを
活用しながら、最初、どういう雰囲気かなとい
うのをつかみながら授業の方は進めています。
期中アンケートB票――速度と理解度のチェック
　B票の質問項目、これは期中アンケートと呼
ばれているものです。この実施も任意ですが、
私はだいたい７回目くらい――15週の授業が
あったとすると、半分くらいのところで――実
施しています。質問項目の方を見ていただくと、
例えば話し方、板書・スクリーンはもう期首ア
ンケートでだいたいチェックできています。
　３つめの「授業の速度が適切か」。それから
４番の「今日の授業のポイント」、そして「満足
できたか」、これを利用しています。どのよう
に利用しているかというのをお話していきます。
　４番の「ポイント」のところと、「今日の授
業に満足できたかどうか」というのは、コメン
ト欄になっています。私の場合は授業の中、講
義の中で、学生さんが理解不足になりそうなと
ころの部分、そこを講義したあとに、理解度の
測定として使っています。
　例えば基礎熱学では、エンタルピー。工業熱
学ですとエントロピー。伝熱工学ですと熱通過。
内燃機関ですと、サイクル論。これは上位学年
選択科目、必修科目の違いはありますが、理解
しにくいところです。この講義をしたあとに、
期中アンケートをすることによって、本当に学
生さんがそこの部分が理解できたかどうかとい
うのをチェックしています。
結果例（内燃機関）2009年6月5日：選択科目
　2009年のデータでは、「担当教員の話し方」
でいうと、これは嘘ではありません。100％、
聞きやすい、「はい」です。「授業の速度の適
切」も100％。「今日の授業に満足できましたか」、
これは内燃機関なので、サイクル論のところが
理解できたかどうかというところで、96％の満
足度が得られています。
結果例（内燃機関）2014年5月30日：選択科目
　今年度の2014年度５月にも中間ぐらいでちょ
うど行いました。「担当教員の話し方」と「授
業の速度」はあまり変わらないのですが、「満
足度」は若干下がっています。こういう説明の
ところで一部分不明瞭な学生さん、無回答な学
生さんが増えたのですが、そこらへんのところ
を注意しなければいけないというチェックに
使っています。
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　例えば、「今日の授業のポイントと思えるこ
とを書いてください」と、期中アンケートで出
します。その期中アンケートを講師室等に持っ
ていくと、翌週FD推進センターの方で集計し
てくれて、データとしてもらうことができます。
自分は何もしなくていいのです。どういう人が
何％出ているか。それからコメント欄にどうい
うのがあるのかというのが全部フィードバック
されて、翌週には持ってきてくれます。
　それを利用して、例えばコメント欄を抜粋す
ると、「分かりました。特に映像がわかりやす
かったです。２サイクルは弁を使って吸気・
排気…」とありますが、２サイクルには、吸
気・排気というのはありません。掃気といいま
す。この学生さん、間違えています。そういう
チェックにも使うことができます。「スクリー
ンで具体的な図を示してくれたので…」――先
ほど映像の重要性というのも出ました――「と
てもわかりやすかったです」。
　今年度のコメント欄で一番つらかったのは、
「わかりやすいのですが、自分にはよくわから
ないです」というコメントをもらいました。こ
れをどう解釈していくか、なかなか難しい面が
あったのですが、少しでもこういう学生さんが
いれば、なんとか改善してあげたいなと思って
授業の方は取り組んでいます。
今の理工系の学生へ――理解への工夫
　映像的には、今の理工系の学生さん、何にも
知りません。モノも知らない、道具も使えない、
その中でどうやって講義――今まで板書等で示
したものをしっかり理解してもらうかというの
は、とても工夫がいります。実際のモノを見せ
て、頭の中で、エンジンならエンジンが動くよ
うにしていかないと、理論は絶対に理解できま
せん。
　例えば、こういう仕組みの図を出したり、こ
れは熱学的な圧力と体積線図が具体的にどう
なっているか。なかなかこの説明だけでも、大
変です。それから、今の学生さんは内燃機関の
授業で「プラグ知っていますか」と言って、私
はポケットの中にプラグ入れておきますが、見
せても誰もわかってくれません。プラグという
ものは、どこについていて、どういうものかと
いう説明もしてあげないと、エンジンがどう
やって動くかというのがわかってきません。こ
ういうのを少しずつ、５秒とか10秒とかでいい
のですが、見せながら説明をしていきます。
　プラグ周りで点火すると、燃え広がっている
火炎がどうやって周りにいくか。それからエン
ジン内、途中まで燃えた時に、映像的に火炎が
どう燃え広がるか。２サイクル論ですと、学生
さんはシリンダーに穴があいているという意識
は全くありません。そのポートという意識がな
いので、こういうふうに実際に穴が開いている
ところを見せて、ここから出ていくんだよとい
うのを見せながら、説明しています。
復習の意味で映像を見せる
　やはり座学上の理論の理解のためには、反復
による「振り返り」も当然必要不可欠です。講
義途中だけではなく、その講義を始める前、講
義した後で――同じ映像でも構いませんので―
―、復習の意味でわかったかどうか見てもらう
のはとても重要だと思います。
　ただ、一つ、映像を出すと時間がかかります。
その時間をどうやって工夫するかというと、授
業始まる10分ぐらい前から行って準備します。
全部接続して、映像を出しておいて、手間がか
からないように準備をしておいて、授業もギリ
ギリまでやって――当たり前ですが――、その
あと片づけるのです。次の授業が間に合わない
場合がありますが、そういう準備も行っていま
す。
期中アンケート活用例
　期中アンケートの活用方法として、私は今年
度から同じ科目を、２つ持っています。基礎熱
学のX,Yというのを、機械工学科の学生さんを
半分ずつに分けてやっています。基礎熱学は必
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修科目ではないですが、必修科目の工業熱力学
につながっていく科目なので、２年生はほぼ全
員取ってくれます。
　今、結果の方をX,Yで並列して書いてみる
と、「話し方」、「速度」等でYクラスの方が下
がっています。特に「満足度」になると、Xが
87.７％、Yクラスが78.０％で、かなり差があ
ります。
　授業をやっていて、一番つらかったのは、２
つの授業は月曜日の５時間目と水曜日の１時間
目です。月曜日の５時間目は、もう学生さん疲
れています。それで、なかなかモチベーション
が上がってこない。その学生さんにどうやって
１時間目の元気な学生さんと同じようにエネル
ギーを与えられるか。そこらへんはやはり工夫
が必要だということで、今後の検討課題にして
いきたいと思っています。
　そして、同じく伝熱工学は必修科目です。必
修科目を同じようにデータを取ってみると、ほ
ぼ満足度は高いです。必修科目の方は――教員
はどの科目でも同じようにやっているつもりで
すが――、やはり学生さんの授業を受ける姿勢
というのは、変わってきているというのがこの
結果から分かります。
GPCAの活用
　同じくFD推進センターの方からGPCA集計
結果というのを送ってくれます。これは、先生
方の授業があって、そのクラスで成績評価の割
合がどうなっているかというのを詳細に分けて、
表でくれます。私はこれを活用しています。
　例えば、工業熱力学で２年生の秋学期の必
修科目ですが、2013年度の秋学期のデータは
2.03で、2011年度のを引っ張り出して見てみる
と、2.10です。熱工学、これは選択科目ですが、
2013年度の秋学期は2.17、それから2011年度が
2.22です。ほぼ同等と言いたかったのですが、
私も年々厳しくなっているような気がします。
こういうところで、自分の授業の評価がどのよ
うに推移しているかというのも合わせてチェッ
クしています。
　これらの結果は、先生方の自宅に、全部送ら
れてきます。ただ、袋を開けて中をちょっと見
ていただければ、情報として得られるのです。
決して難しいことではありません。
アンケート集計結果
　同じく、成績評価の分布ということで、割合
が出てきます。先生方Excel等使って成績評価
されている方、多いと思いますが、FD推進セ
ンターの方で、A+とか、AとかBとかCの割合
を表にして送ってくれます。
　一例ですが、例えば私の基礎熱学の場合、登
録数111名のところで、A+が17名。Aが31、合
わせると48名。ちょっと甘いかなという気がし
ないでもないです。そのあと、B、C、Dがそ
れぞれ９名。ほぼ全員受けてくれているので―
―Eの、途中でやめてしまった学生が３名です
が――、まあまあかなという評価もできます。
自由記述欄の例と活用
　ここからの話は、先生方も授業内でやらなけ
ればいけない期末アンケートの結果を利用した
例です。これは授業の終盤等で先生方が学生さ
んにお願いして、授業内で実施するものです。
今年度の秋学期からはWeb化が予定されてい
ますので、実施方法等はご確認ください。
　私はこの自由記述欄の活用をしています。ど
ういう記述欄があるか。これらは私の授業で実
際に書いてあります。
　伝熱工学の必修科目では、「わかりやすく演
習も充実しているので特に改善点はありません。
知識が身に付いた。時間を有効に使えた。ため
になる」。
　基礎熱学では、「板書がわかりやすい。熱の
基礎が身に付いた。マイクの音量調節ありがと
うございます。とても良く聞こえてよかったで
す」――これは、最初に期首アンケートでやっ
て、誰か学生さんが覚えていて書いてくれたこ
とです。
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　それから、内燃機関は「わかりやすくて、エ
ンジンに興味が持てた。授業のやり方を川上先
生のようにやってもらうよう他の先生に教えて
ください」――こんなこと書かれると、困るの
ですが――、で「川上先生の授業が一番わかり
やすい板書がみやすい」。これはちょっとした
板書の工夫です。あとで紹介します。
　確率統計――これは、なかなか教えるのが難
しいのですが――、「生産管理に必要な知識が
得られた。確率統計についてためになる知識を
習得できた。例題を数多くやってくれたのがよ
かった」。
　それから、工業熱力学は「板書がわかりやす
い。演習問題が適切、等々」があります。
　機械工学実験Ⅲ、これはオムニバスで学生さ
んがいろんなところの実験を受けて、そこで諮
問を受ける形です。
　こういうところで例えば、私のところは褒め
られているのですが、実際に授業運営として、
目的から考察までしっかり教えなければなりま
せん。これは学科内等で情報を共有することに
よって、また改善へつなげていく一つの情報源
になっていきます。
心掛けていること
　今、ポイントとして、「板書」「演習」「授業
運営」の３つがキーワードとして出てきました。
　「板書」で心掛けていることとして、どうい
うことがあるか。私、理系なので、数式もたく
さん書かなければ授業になりません。ただ、数
式をたくさん書くと、上付きとか下付きがいっ
ぱい出てきます。例えば、サバテサイクルと呼
ばれるものの平均有効圧力を教科書から持って
くると、書画カメラではもうほとんど見えない
と思います。これが、ちょうど平均有効圧力の
ところです。これをパワーポイントで見せたと
しても、全くわかりません。レジュメで配って
も、レジュメでは理論が頭でついてこないので、
計算が続いていきません。板書でこれを書こう
とすると、これくらい大きい文字で書きます。
もう、ほぼ黒板の真ん中ぐらいを使って、この
長さの式をこの大きさで書かないと、端っこの
人や後ろの人には下付き文字がわかりません。
これくらいのイメージで板書を心掛けています。
　これは先生方には、いろいろ考えがあると思
いますが、基本的に両サイドの黒板は使いませ
ん。センターの３分の２くらいのエリアを使っ
て、実際には板書していきます。
　サバテサイクルの理論熱効率の式を書こうと
すると、慌てると、それなりの板書になります。
下付きがわからなくなります。それをどうやっ
て防ぐかというと、各授業の時間配分は必ず
チェックします。だいたいの半分、３分の１ず
つくらいで構わないので、ここまで、ここまで
とやっておくと、そんなには慌てて板書する時
間配分にはならないと思っています。
　「演習」で心掛けていることとして、講義直
後型と授業開始型で問題を変えています。講義
直後でやると、学生さん講義を受けたばかりな
のでとてもよく覚えています。とても出来がい
いです。ただ、それでは意味がないので、講義
直後型の場合には、一つ前のところとか、次の
授業につながるようなところで、変化球で作っ
ています。授業開始型の方は、授業の最初にや
るという意味合いです。先ほどから、学生さん
の私語の問題が出ていますが、私は授業の最初
で「じゃあ、お喋り止めてくれるかな」を２回
言います。そのあと、ちょっと黙ると学生さん
はほとんど静かになってくれます。そこでまず、
雰囲気を作った後に授業開始型では、演習問題
を配って実際にみなさんにやってもらいます。
　当然、理解度が違います。演習問題やるとき
に気を付けているのは、ヒントの与え方をどう
するか。理解度が浅い学生さんに対して、どう
やって上のところまで持っていくか。それを適
宜ヒントでやっています。
　それから、理系の学生さんは説明問題がとて
も苦手です。何か書いてくれと言うと、もう、
今はtwitterとかFacebookとか、短い文章しか
書いていないので、200字を綺麗に日本語で書
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くというのは、なかなか難しいです。そういう
場合にはちゃんと、ある程度のしっかりした模
範解答の方を示すようにしています。
　「授業のやり方」で心掛けていることは、先
ほど屋嘉先生から講義ノートという話がありま
したけれども、私も講義ノートは全て作ってい
ます。ただ、全部を見るのではなくて、講義の
前には必ず内容をチェックして、これだけは忙
しい時でも６時に小金井キャンパスに行ったと
しても必ずやります。一日の授業運営のところ
の中でどう組み立てていくかというチェックだ
けはしています。
　他に心掛けているのは、“なんとか理解して
もらいたい。わからないなりにも少し興味を
持ってもらいたい”という気持ちで授業の方は
すすめています。
自由記述欄とGPAの相関
　これは、理工学部独自の集計なので、参考ま
でに聞いてみてください。理工学部では自由記
述欄とGPAの相関をとっています。たとえば、
2.74の学生さんだったら、一番上です。2.02は
「熱が苦手だったので、知識が少しついてよ
かった」――“少しついて”というのが気にな
りますが、ちょっと分かったのかと、このよう
な分析もすることができます。
　今まで、自由記述欄のいろいろを紹介しまし
たが、私も急によくなったわけではありません。
2006年度前期のプログラミング応用練習で、自
由記述欄に「難しい、説明用のプログラムをく
ださい」と書かれています。それから、「課題
をやっているときに先の課題の説明をされてし
まったので困った」とあります。プログラミン
グ応用演習は、授業的にはランクレベル、能力
がとても分かれる授業です。その中で、どう
やって進んでいる学生さんを飽きさせないか、
理解できていない学生さんを少しでも上のレベ
ルに向上させるかということで、習熟度別の課
題を設定したのです。しかし、これは学生さん、
なかなかわかりにくい、説明もしにくいところ
でした。
　2006年度の工業熱力学では、「説明を始める
のが早い。もう少し待ってほしい」。内燃機関
では、「写しながら説明を聞くので理解できな
い」、「授業が単調、画像や写真が見たい」とい
うのも書かれました。
　こういうのをフィードバックしてもらって、
次の授業から授業改善を行っていました。すぐ
に対応・改善策を検討というのが私の心掛けて
いるところです。
授業の振り返り及び準備――ARCSモデルで
　授業をやるうえで、秋学期等で各期ごとの振
り返りも当然必要です。FD推進センター、常
盤先生のプロジェクトの方でARCSモデルとい
うのがあります。ARCSモデルというのは、「注
意（Attention）」、「関連性（Relevance）」、「自
信（Confidence）」、「満足感（Satisfaction）」
の４つの要因で学習意欲をとらえて、現状と改
善しなければいけないもの等々を記入するもの
です。多摩、市ヶ谷キャンパスの講師室等にも
置かれています。インターネットでも取り寄せ
ることができますので、是非一度見てみてくだ
さい。
　私はこの中で、特に「注意（Attention）」の
ところに着目して、授業構築を考えています。
どうやって知覚的喚起をするか。探究心をどう
やって喚起するか。変化性をどうやって持たせ
るか。これは先生方、普段の授業で考えてい
らっしゃることだと思います。何もつまらなく
授業をやろうと思っている先生方は、一人もい
ないと思います。その中で、いかに学生さんの
関心を持たせるか。これはもう、今日、前にお
話しいただいた先生方共通の部分だと思います。
すてきな大学教員をめざすあなたに
　たまたま、東北大学の教育評価委員をやって
いまして、今、『すてきな大学教員をめざすあ
なたに』というブックレットから、ちょっと引
用させていただきます。学生の学習に対する動
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機付け、動機付けに寄与する要素として、「学
生が活発に参加できる授業の雰囲気と教員と学
生の信頼関係」。これは先ほどから話が出てい
ますが、私語等含めての授業環境のところです。
それから「授業の構成方法と使用する機材――
パワーポイント、レジュメ等々――の適切さと
課題の出し方」。そして３つめのところで「教
員の熱意と教授法」です。ここのところをいか
にやっていくかというところが指摘されていま
す。
授業改善アンケートの活用から
　即効性のあるフィードバックには、いろいろ
な方法、アンケート等を含めたものを利用する
必要があります。
　私が思っているのは、学生さんは一番身近な、
自分の授業の理解者だと思っています。なおか
つ、一番厳しい評論家でもあると思っています。
その中で学生さんとアンケート等利用しながら、
そういうツールを使ってコミュニケーションを
取りながら、どうやって授業改善していくかと
いうことに心掛けています。
　中には、建設的な意見も数多く含まれている
ということはご理解いただければと思います。
学生と楽しむ大学教育
　学生と楽しむ大学教育ということで、筑波大
学の金子先生が、“「良い」授業は一つではない。
教師も学生も多様だ。両者が出会って作る、多
様な授業のストーリー”と仰っています。
　今日、私が紹介したのは、あくまでも理系の
私の場合の経験です。一つでも先生方で持ち
帰って役に立てそうな情報があったら、嬉しい
限りです。
　今後、先生方の方で、何か情報、ツール、工
夫等で“こんなに授業が良くなったよ”とい
う例があったら、遠慮なくFD推進センターや、
川上の方まで教えてください。私もまた、自分
で試してみたいと思います。ご清聴ありがとう
ございました。
司会
　続きまして、話題提供４つ目ということで、
「数値データから見る法政大学生の現在につい
て」、学務部教学企画課学務企画担当の伊藤さ
んの方からお願いしたいと思います。伊藤さ
んは、FD推進センターのプロジェクト・メン
バーでもいらっしゃいます。では、よろしくお
願いいたします。
話題提供
「数値データから見る
法政大学生の現在について」
伊藤 学
（法政大学 学務部教学企画課）
　一部内部資料を含む為、掲載省略。
閉会の挨拶
児美川 孝一郎 
（法政大学 教育開発支援機構ＦＤ推進センター長
　　　　 キャリアデザイン学部教授）
　先生方、こんにちは。FD推進センター長を
しています、児美川と言います。教員としての
所属はキャリアデザイン学部です。
　本日は貴重な話題提供してくださいました屋
嘉先生、水野先生、そして、FD推進センター
のリーダーでありますが川上先生、さらには学
務部の伊藤さん、どうもありがとうございまし
た。そして新任教員の先生方、長時間にわたり
まして、ご参加いただきまして大変うれしく
思っております。
　私自身は、今年の４月５日に新任教員研修
で、新任の先生方に一度お会いをしていて、今
日２度目だと思うのですが、なぜ２度もお会い
できたかというと、これがオブリゲーションだ
からです。ですが、ご安心ください。FD関係
で、“オブリゲーションでさらに参加してくだ
さい”という場はこれ以上ありませんので、新
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任の先生方にはご安心いただいてということな
のです。ただし、オブリゲーションの切れ目が
先生方とFD推進センターとの縁の切れ目には
なりたくないと思います。この２回ほどの間で
いろいろ気付いたり、“法政こんなことやって
いるのか”みたいなことをお持ち帰りいただい
たと思います。今後も今日みたいな場だけでは
なくて、いろいろな形で研修会等々やっていま
すし、オンライン上やニュースペーパーみたい
なものも出していますので、是非注目をいただ
ければありがたいと思います。
　私、FDというのは基本的には「お喋り」だ
と思っています。授業とか教育改善についての
お喋りで、お喋りは一人ではできないです。ど
んな先生方だって、自分の授業を少しでもよく
しようとか、どうやったらいいのかと工夫され
ていると思うのです。でも、たった一人で喋っ
ているのと同じでただのつぶやきでしかないか
もしれない。だけど、誰かと一緒に喋ったり、
何かアイディア交換したりしていくと、ものす
ごく自分の発想も広がりますし、学びや気付き
も大きいと思います。
　FDはまさに組織的な授業改善、教育改善取
組ですので、なにかそういう自然なお喋りがだ
んだん広がっていって、法政全体の文化になる
という、そんなことが狙いなのです。決して上
から何か“どうしてもやってください”みたい
な、やらされるものではなくて、お喋りした方
が自分も楽になるし、授業の新しいアイディア
は浮かんでくるし、学生と接して楽しくなる、
何かそのような方向を是非とも作っていきたい
と思っておりますので、今後とも是非ご協力を
お願いしたいと思います。
　以上、ご挨拶にかえさせていただきます。ど
うもありがとうございました。
